






学籍 番号 22090001 
氏   名 姜 文熙 
主指導教員 鶴岡浩樹 教授 






















































































































































能力】、【他者との協力能力】、【自律的な活動能力】の 3 つの領域において、7 つの認知症
介護能力構成、そしてこれらを評価する計 48 個の評価項目に構成された「認知症介護能
力の自己評価尺度」の試案が作成できた。その内容としては、専門知識、情報の扱い、認
知症者との直接的な関わり、力量把握と向上、対人援助技術、チームケアでの連携、介護
過程を含む課題解決能力、自己省察・自己管理能力など、質的研究から得られた能力要素
が反映され、幅広い範囲に渡る認知症介護能力構成要素となっている。さらに本研究から
得られた認知症能力構成要素と項目は、OECD の能力観を基に、キャリア段階ごとの調査
と結果の検証を経て抽出されたものであるため、認知症介護における介護職のキャリアア
ップの視点が反映されている。新任の介護職から認知症介護指導者のようなベテランまで、
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必要な介護能力が網羅されている。また、本研究から抽出された認知症介護能力に関する
項目は、多くの回答者が判断できないと回答した項目は除外する、できる限りわかりやす
い文章で表現するなど、介護職の理解水準によらず、介護職自らの能力が評価、確認でき
るような項目が抽出できたと思われる。 
また総合考察では、本研究で明らかになった介護職の各キャリアの特徴や認知症介護能
力構成要素の特徴を根拠に、いくつか認知症介護における人材育成への提案ができた。 
①認知症介護能力構成要素がバランスよく開発できるような教育システムを構築するこ
とを提案する。そのための戦略として本研究で明らかになった各認知症介護能力構成要素
を活かすこと提案する。 
②認知症介護に焦点をおいた新しい介護職のリーダー像として、理念実践を大事にし、
自らの認知症介護実践を振り返るなと省察的な実践を行うリーダー像を提案する。 
③認知症介護の実践者として、認知症者のみならず、介護職自らも満足のいく人生を送
れるよう、自己管理に努めることを提案する。 
本研究により作成された「認知症介護能力の自己評価尺度」の試案については、今後、
さらなる洗練作業と検証が必要であると思うが、介護職の主体的な生涯教育と認知症介護
実践能力の向上に活用されることを望む。 
 
